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詞

昭和年から考える幸福論

支
部
と
法
人
営
業
が
商
談

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
に

人

地
熱
開
発
に
秩
序
求
め
る

日
本
温
泉
協
会
が
理
事
会

「
気
候
変
動
待
っ
た
な
し
」

施
設
協
会

セ
ミ
ナ
ー

佐
座
槙
苗
氏
が
講
演

市川團十郎さ
んを任命

温泉文化アンバサダーに
群馬・草津温泉でユネスコ登録に弾み

全
国
推
進
協

観光・宿泊・旅行関連団体

年 総会・大会日程

令
和
６
年
が
終
わ
り
、
令
和

７
年
が
始
ま
る
。
平
成
の

年

を
経
て
令
和
が
始
ま
っ
て
７
年

目
突
入
と
な
る
。
時
代
や
世
代

間
の
価
値
観
の
変
化
を
語
る
際

に
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
を
う

ま
く
使
い
分
け
て
表
現
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
な
っ
た
。

令
和
７
年
、
２
０
２
５
年
は

時
に
「
昭
和
１
０
０
年
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
話
題
に
挙
が

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
昭
和
１

０
０
年
と
い
う
概
念
を
き
っ
か

け
に
、
昭
和
と
い
う
時
代
を
見

直
す
必
要
性
を
感
じ
る
瞬
間
も

多
い
。

か
く
い
う
私
も
昭
和

年
生

ま
れ
で
あ
り
、
社
内
の
カ
ル
チ

ャ
ー
を
表
現
す
る
際
に
は
昭
和

的
な
会
社
だ
と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
う

地
域
に
は
昭
和
文
化
が
今
も
残

っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
背

景
を
理
解
し
た
対
応
が
求
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
社
内
で
も

伝
え
な
が
ら
お
仕
事
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和

カ
ル
チ
ャ
ー
を
揶
揄

や

ゆ

し
た
も
の

で
な
く
、
私
の
中
で
は
リ
ス
ペ

ク
ト
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

時
代
は
令
和
に
な
れ
ど
、
昭

和
の
ど
こ
か
あ
た
た
か
い
人
と

の
つ
な
が
り
に
憧
れ
や
居
場
所

を
求
め
る
若
者
が
少
な
く
な
い

と
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
観

光
業
界
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
や
Ａ

Ｉ
の
加
速
で
各
種
効
率
化
が
進

み
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
ど
ん

ど
ん
進
化
し
て
い
く
こ
と
で
全

体
の
生
産
性
向
上
は
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

併
せ
て
、
昭
和
の
良
さ
と
し

て
再
認
識
さ
れ
る
の
が
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
や
、
あ
た
た

か
み
の
あ
る
人
間
ら
し
い
生
活

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
る
。
ど
こ
か
レ
ト
ロ
な
も

の
に
趣
を
感
じ
る
の
も
、
そ
こ

に
生
活
感
や
哀
愁
と
い
っ
た
も

の
だ
け
で
な
く
、
令
和
の
わ
れ

わ
れ
が
忘
れ
つ
つ
あ
る
幸
せ
の

概
念
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。ウ

ェ
ル
ネ
ス
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
と
い
っ
た
概
念
や
オ
ー

セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
が
さ
す
幸
せ
や
地
域
文
化

の
在
り
方
と
い
っ
た
も
の
の
答

え
は
、
新
た
に
作
り
出
す
も
の

で
は
な
く
、
ど
こ
か
昭
和
の
中

で
当
た
り
前
に
あ
っ
た
も
の
の

中
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
る
。
地
域
の
共
同
体
が
し
っ

か
り
と
機
能
し
、
向
こ
う
三
軒

両
隣
で
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が

ら
、
地
域
の
祭
り
に
ひ
と
つ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
い
だ

し
て
生
活
す
る
。
水
や
景
観
、

食
資
源
と
い
っ
た
も
の
も
地
域

共
有
の
財
産
と
し
て
分
か
ち
合

い
な
が
ら
暮
ら
す
姿
に
は
、
不

便
さ
や
面
倒
臭
さ
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
自
分

の
居
場
所
を
見
つ
け
、
共
同
体

の
中
で
生
き
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
体
感
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。も

ち
ろ
ん
昭
和
の
時
代
も
工

業
化
が
も
た
ら
す
弊
害
が
あ
っ

た
り
、
や
ん
ち
ゃ
な
こ
と
も
多

か
っ
た
り
と
必
ず
し
も
す
べ
て

が
美
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
た
だ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・

世
界
の
均
一
化
・
デ
ジ
タ
ル
に

よ
る
効
率
化
が
進
む
時
代
に
お

い
て
、
本
当
の
幸
せ
と
は
何
か

を
考
え
る
上
で
、
昭
和
の
時
代

に
当
た
り
前
に
あ
っ
た
も
の
の

価
値
を
再
認
識
し
な
が
ら
、
令

和
版
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い

く
と
い
う
動
き
を
と
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
よ
り
選
ば
れ
る
、

そ
し
て
帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る

地
域
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

こ
の
令
和
７
年
を
昭
和
１
０

０
年
と
し
て
、
幸
せ
の
在
り
方

を
考
え
る
年
と
し
て
、
地
域
文

化
再
生
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け

に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
次
の
１
０
０
年
に
も
続
い

て
い
く
足
が
か
り
と
な
る
だ
ろ

う
。
万
博
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る

「
い
の
ち
輝
く
」
と
い
う
概
念

を
昭
和
か
ら
も
ヒ
ン
ト
を
も
ら

い
な
が
ら
考
え
る
年
に
し
て
い

き
た
い
も
の
だ
。

（
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研

究
所
代
表
取
締
役
）
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（
写
真
右
か
ら
）山
本
一
太
群
馬
県
知
事
、市
川
團
十
郎
さ

ん
、協
議
会
の
井
上
善
博
会
長
代
行（
全
旅
連
会
長
）

佐
座
槙
苗
氏

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
。
支

部
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
営
業
担
当
者
が
商
談

「
温
泉
文
化
」
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
全
国
推
進
協

議
会
（
会
長
・
青
柳
正
規
多

摩
美
術
大
学
理
事
長
）
が
、

歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
團
十
郎

さ
ん
を
「
温
泉
文
化
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
」
に
任
命
し
た
。
国

内
外
へ
の
温
泉
文
化
の
発
信

役
を
期
待
し
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
応

援
し
て
も
ら
う
。

群
馬
県
が

月
７
日
に
草

津
町
の
草
津
温
泉
で
開
催
し

た
温
泉
文
化
の
魅
力
を
発
信

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
群

馬
県
の
山
本
一
太
知
事
、
同

協
議
会
の
井
上
善
博
会
長
代

行
（
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
会

長
）
の
同
席
の
も
と
、
任
命

式
が
行
わ
れ
た
。

温
泉
文
化
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

に
任
命
さ
れ
た
市
川
さ
ん
は

「
本
当
に
温
泉
が
好
き
な
の

で
、こ
こ
の
温
泉
に
行
っ
て

み
て
く
れ
と
言
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、ぜ
ひ
お
邪
魔
さ
せ

て
い
た
だ
く
。微
力
な
が
ら

お
力
に
な
れ
れ
ば
」と
就
任

の
抱
負
を
語
っ
た
。

市
川
さ
ん
は
同
日
、
「
市

川
團
十
郎
草
津
特
別
公
演
」

と
し
て
「
延
年
之
舞
」
を
披

露
。
温
泉
文
化
を
テ
ー
マ
に

山
本
知
事
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
に
も
出
演
し
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
（
旅
ホ
連
）
は

月


日
、
宿
泊
増
売
に
向
け
て
、

旅
ホ
連
支
部
会
員
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ

営
業
社
員
に
よ
る
合
同
商
談

会
「
２
０
２
４
年
度
拡
大
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
を
東
京
都
新
宿

区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

開
催
し
た
。
旅
館
・
ホ
テ
ル

経
営
者
な
ど

支
部
の
約
１

２
０
人
と
首
都
圏
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ

法
人
営
業
担
当
者
約
１
６
０

人
、
計
２
８
０
人
が
商
談
を

繰
り
広
げ
た
。

旅
ホ
連
の
各
支
部
は
、
そ

れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
店
舗
や
事

業
部
に
対
し
販
売
促
進
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
堂

に
会
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

協
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
を
図
ろ
う
と
、
拡

大
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
企
画
さ
れ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止

し
た
年
が
あ
っ
た
が
、
前
年

度
に
続
い
て
４
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
。

今
回
は
、
各
支
部
か
ら
３

分
間
ず
つ
の
全
体
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、

時
間
を
区
切
っ
て
支
部
ご
と

の
商
談
を
実
施
し
た
。
商
談

会
は
５
時
間
近
く
に
及
ん

だ
。
各
支
部
は
、
最
新
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
地
域
で
磨
き

上
げ
て
い
る
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
、
開
業
を
控
え
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
施
設
な
ど
を
紹
介
し
、
送

客
や
商
品
造
成
を
働
き
掛
け

た
。商

談
会
後
の
懇
親
会
で
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定

旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
の
宮
﨑

光
彦
会
長

（
道
後
御
湯
）

は「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、宿

泊
増
売
に
努

め
て
い
る

が
、本
当
に

稼
げ
る
濃
い

商
談
が
で
き

た
の
で
は
な

い
か
。お
客

さ
ま
が
世
界

か
ら
各
地
を

訪
れ
、国
内
の
交
流
人
口
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
は
、
大
塚
雅

樹
・
取
締
役
専
務
執
行
役
員

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
本
部
長
が
登
壇
し
、

「
お
客
さ
ま
の
さ
ら
な
る
期

待
に
応
え
、
新
し
い
提
案
を

し
て
い
く
に
は
、
宿
泊
施
設

の
皆
さ
ま
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
、
強
い
絆
が
な
い
と

い
け
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
情
報
を
生
か

し
、
し
っ
か
り
前
に
進
ん
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
向
野
悟
】

日
本
温
泉
協
会（
多
田
計

介
会
長
）は

月

日
、理
事

会
を
東
京
都
千
代
田
区
の
全

国
旅
館
会
館
で
開
催
し
た
＝

写
真
。２
０
２
５
年
度
事
業

計
画
案
な
ど
を
審
議
。地
熱

発
電
開
発
を
推
進
す
る
政
府

の
動
き
を
踏
ま
え
、温
泉
資

源
の
保
護
や
影
響
が
出
た
場

合
の
補
償
な
ど
を
求
め
て
い

く
姿
勢
を
改
め
て
確
認
。「
温

泉
文
化
」の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
活

動
も
引
き
続
き
推
進
す
る
。

地
熱
発
電
開
発
を
巡
っ
て

政
府
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
開
発

を
推
進
す
る
方
針
。
多
田
会

長
は
「
首
相
の
所
信
表
明
演

説
に
地
熱
の
活
用
が
入
っ
た

こ
と
で
悩
ま
し
い
状
況
だ

が
、
国
策
に
真
っ
向
か
ら
反

対
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

秩
序
あ
る
開
発
と
い
う
こ
と

を
強
調
し
な
が
ら
、
関
係
者

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
温
泉
協
会
は
、
地
熱

発
電
開
発
に
対
し
、
①
行
政

や
温
泉
事
業
者
な
ど
地
元
の

合
意
②
客
観
性
が
担
保
さ
れ

た
相
互
の
情
報
公
開
と
第
三

者
機
関
の
創
設
③
過
剰
採
取

防
止
の
規
制
④
継
続
的
か
つ

広
範
囲
に
わ
た
る
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
徹
底
⑤
被
害
を

受
け
た
温
泉
と
温
泉
地
の
回

復
作
業
の
明
文
化
―
を
条
件

と
す
る
よ
う
関
係
省
庁
や
関

係
機
関
に
要
望
し
て
い
る
。


年
度
事
業
計
画
案
の
柱

は
、
地
熱
開
発
に
対
す
る
提

言
、
要
望
活
動
▽
「
温
泉
文

化
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
の
活
動
▽
入
浴
エ

チ
ケ
ッ
ト
ポ
ス
タ
ー
の
販
売

に
よ
る
入
湯
客
の
マ
ナ
ー
向

上
▽
機
関
誌
「
温
泉
」
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
温
泉
名
人
」、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
温
泉
情
報
の

発
信
▽
「
温
泉
検
定
」
の
実

施
を
通
じ
た
温
泉
知
識
の
普

及
▽
温
泉
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装

置
の
開
発
、
普
及
へ
の
協
力

▽
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
対
策
と

温
泉
に
関
す
る
新
た
な
課
題

へ
の
対
応
―
な
ど
。


年
度
の
会
員
総
会
は
、

６
月

日
に
北
海
道
・
登
別

温
泉
で
開
催
す
る
。
登
別
温

泉
で
の
会
員
総
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

年

度
、

年
度
と
２
年
連
続
で

中
止
に
な
っ
た
が
、
地
元
の

協
力
が
あ
り
、

年
度
の
開

催
地
に
決
ま
っ
て
い
る
。

国
際
観
光
施
設
協
会
（
鈴

木
裕
会
長
）
の
セ
ミ
ナ
ー
が


月
５
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
開
か
れ

た
。
環
境
団
体
、
Ｓ
Ｗ
ｉ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
代
表
理
事
の
佐
座
槙
苗

氏
が
、
「
地
球
沸
騰
化
を
止

め
る
に
は
今
し
か
な
い
～
私

た
ち
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
地

球
か
ら
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

佐
座
氏
は
地
球
温
暖
化
に

よ
る
気
候
変
動
を
止
め
よ
う

と
、
若
い
世
代
を
中
心
に

啓
蒙

け
い
も
う

教
育
活
動
を
推
進
。
取

り
組
み
は
国
際
的
に
評
価
さ

れ
て
い
る
。
２
０
２
４
年


月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で

開
か
れ
た
地
球
規
模
の
温
暖

化
対
策
を
話
し
合
う
Ｃ
Ｏ
Ｐ


（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
結
国
会
議
）
に
は
日
本

政
府
団
と
し
て
参
加
し
た
。

佐
座
氏
は
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
候
変
動
の
現
状
や

影
響
、
脱
炭
素
の
重
要
性
、

世
界
の
動
き
を
解
説
。
気
候

変
動
に
よ
る
観
光
分
野
へ
の

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
で
は
、
自

然
災
害
に
よ
る
被
害
、
熱
中

症
リ
ス
ク
に
よ
る
夏
季
の
需

要
減
少
、
原
材
料
費
や
水
道

光
熱
費
の
高
騰
な
ど
を
挙
げ

る
一
方
で
、
環
境
に
配
慮
し

た
観
光
地
や
宿
泊
施
設
に
旅

行
者
の
支
持
が
集
ま
っ
た

り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地

産
地
消
の
食
の
需
要
が
増
加

し
た
り
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の

側
面
も
あ
る
と
指
摘
し
た
。

「
気
候
変
動
へ
の
対
策
は

待
っ
た
な
し
だ
。
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
は
、
生

活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

も
、
事
業
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
も
必
須
な
ポ
イ
ン
ト
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
の
観
点
で
事

業
を
再
検
討
し
た
り
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
行
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
事
業
収
益
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
大
き

い
」
と
述
べ
た
。

▽
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
３
月
５
日
、
大

津
市
・
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル▽

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
３

月

日
、
東
京
都
墨
田
区
・

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

協
定
運
輸
観
光
施
設
連
盟
＝

３
月

日
、
東
京
都
墨
田
区

・
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東

京
▽
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
＝
３
月

日
、
金

沢
市
・
つ
ば
甚

▽
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協

会
＝
３
月

日
、
東
京
都
品

川
区
・
き
ゅ
り
あ
ん

▽
日
本
ホ
テ
ル
協
会
＝
３

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
帝
国
ホ
テ
ル

▽
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
会
＝
６
月
３
日
、
東

京
都
港
区
・
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
東
京

▽
日
本
観
光
振
興
協
会
＝

６
月

日
、
東
京
都
港
区
・

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
＝
６
月

日
、
大
阪

市
・
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル

大
阪▽

全
日
本
ホ
テ
ル
連
盟
＝

６
月

日
、
東
京
都
千
代
田

区
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
エ
ド
モ
ン
ト

▽
日
本
バ
ス
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
千
代
田
区
・

経
団
連
会
館

▽
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
＝
総

会
・
６
月

日
、
東
京
都
千

代
田
区
・
全
国
旅
館
会
館
、

大
会
・
６
月

日
、
東
京
都

千
代
田
区
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ

▽
国
際
観
光
施
設
協
会
＝

６
月

日
、
東
京
都
千
代
田

区
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
エ
ド
モ
ン
ト

▽
日
本
旅
館
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
港
区
・
ホ
テ

ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
東
京
ベ
イ

▽
日
本
温
泉
協
会
＝
６
月


日
、
北
海
道
・
登
別
温
泉

・
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
全
国
旅
行
業
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

▽
農
協
観
光
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
７
月
３
日
、
東

京
都
江
東
区
・
ホ
テ
ル
イ
ー

ス
ト


▽
読
売
旅
行
協
力
会
＝
７

月
３
日
、
東
京
都
新
宿
区
・

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

▽
Ｔ
―
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
協
定
連

盟
＝
７
月
８
日
、
山
梨
県
笛

吹
市
・
華
や
ぎ
の
章
慶
山

▽
日
本
旅
行
業
協
会
＝
未

定
※
日
程
や
会
場
は
、

月

中
旬
時
点
の
情
報
で
一
部
に

「
予
定
」
を
含
み
ま
す
。




